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安全にご使用いただくために  

                 
  ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 
・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 
・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の

保証はできません。 
・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す

ることがあります。 
・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略した

り、抽象化して表現している場合があります。 
・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき

の時は、技術サービスまでご連絡ください。 
・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 
・ カスタマーサービスをよくお読みください。 

 
  使用している表示と絵記号の意味 
 
■ 警告表示の意味 

警告
 

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを

警告するために使用されます。 

注意
 

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に

害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 
 ■絵記号の意味 
 

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 1000V 以上の高電圧が出力されることを表しています。端子に触れると危険

です。 

 
禁止事項を示す記号です。 

 
必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 
強制 

 
本器は最大ＡＣ５０ｋＶの高電圧を発生します。必ず、高圧用ゴム手袋を着用して

操作してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
強制 

 
高圧電気設備の断路器を操作するときは、必ず高圧用ゴム手袋を着用し、フック棒

を使用して操作してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
強制 

 
絶縁耐力試験は、高電圧による試験を行うため大変危険です。試験関係者を含

め、関係者以外にも注意を促す安全処置を講じてください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
禁止 

 
取扱い説明書の仕様・定格を確認の上、定格値を超えてのご使用は避けてください。

使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 

 
強制 

 
接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、

被覆の破れ等）してください。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないでく

ださい。   
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 

 
禁止 

 
本器を結露状態または水滴のかかる所で使用しないでください。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 
 

 
強制 

 
本器と被試験物とを接続する場合は必ず、被試験物が活動状態か停電している状

態かを検電器等で確認してから接続してください。  
感電の原因となる場合があります。 
 

 
分解禁止 

 
カバーをあけたり、改造したりしないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
強制 

 
設置、計測中に電源ブレーカーが切れた場合、切れた原因を明確にして、その原

因を取り除いてから試験を再開してください。 
そのまま行うと火災・感電の原因となります。 
 

 
アース線接続 

 
被試験物にＥＡＲＴＨ（アース）端子がある場合、必ず接地してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
禁止 

 
接続する時、試験を行う時は、電気知識を有する専門の人が行ってください。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合がありま

す。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

注意
 

本器または被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守ってください。 

 
禁止 

 
被試験物の絶縁抵抗値が低い場合は、絶縁耐力試験を行わないでください。 
被試験物を損傷します。 
 

 
禁止 

 
落下させたり、堅いものにぶつけないでください。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 
 

 
禁止 

 
本器の清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないでください。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 
     

 
強制 

 
接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにロックを緩めてからコネク

タ部を持って外してください。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合があり

ます。 

 
禁止 

 
発電機を使用する場合は、本器の定格に合わせて余裕のある発電機をご使用くださ

い。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
保管は、６０℃以上の高温の所または、－２０℃以下の低温の所及び、多湿な所を

さけてください。また直射日光の当たる所もさけてください。 
故障の原因となります。 
 

 
禁止 

 
ゆるいコンセントに電源コードを差し込んで運転しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
電源ドラムから電源をとる場合、コードの長さ（距離）に注意してください。 
製品の性能が保証されません。  
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製品の開梱 
 

 
本器到着時の点検 

 
本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損や紛失物が

ないか点検してからご使用ください。 
万一、損傷等の異常がある場合には、お手数ですが弊社最寄りの支店・営

業所またはお買い求めの取扱店へご連絡ください。 
 

 
製品の開梱 

 
次の手順で開梱してください。 

手順 作  業 

１ 梱包箱内の書類等を取り出してください。 

２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全て含

まれていることをご確認ください。 
 

 
 

免責事項について 
 
 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器

です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被

測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機

器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万

一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害については責

任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客

様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任

を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない

条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1 

 

1. 一般概要 
 

1.1 製品概要 
 
本器「ＩＰ－５５Ｄ 絶縁油試験器」は、油入変圧器や油入遮断器等の電気機器用電気絶縁油の絶縁破壊電

圧試験ならびにゴム手袋・ゴム長靴等の活線防具の絶縁耐力試験に用いる耐電圧試験器です。 

構造は制御操作部と高圧変圧器部との分割型で、試験時には双方を分離した安全な状態で操作が行え、運

搬時には上下に重ね組み合わせることで一体化し、取り扱いが容易に行えます。 

ＪＩＳ規格で指定される試験電圧を毎秒約３ｋＶのスピードで自動的に昇圧させるためにモーター駆動式

の電圧調整器を採用することで、誰でも均一した試験条件で試験を行うことができます。 

また、デジタルピークホールド機能を搭載した電圧計の採用により、絶縁油の絶縁破壊電圧を正確に容易

に読み取り、試験データの平均値計算やメモリーが可能です。 

 

 
 

1.2 特   長 
 

本器は、次のような機能及び特徴を有しています。 

 1.操作・表示部と高圧変圧器部の分割ユニットによって構成、移動時は組立て一体化可能 

 2.高圧変圧器部の高圧出力は、Ｕ端子／Ｖ端子の２端子方式で２５ｋＶ／５０ｋＶの２定格出力装備 

3.出力電圧調整機能は、モーター駆動よる自動昇圧方式と手動昇圧方式に対応、スイッチ設定で選択 

4.電圧調整器には、安全機能である零(０)Ｖスタートスイッチを標準装備 

5.表示器はＬＣＤ １６桁 ２行 バックライト機能付きで、試験項目・試料 No．・試験回数・電圧デ

ータ・平均値データの５項目を表示  

 

 
 

 ご注意【JIS-C2101 電気絶縁油試験方法】に記載される試験方法との相違点   
 

電気絶縁油の品質等は、JIS-C2320「電気絶縁油」、試料採取方法及び試験方法につい

ては、JIS-C2101「絶縁油試験方法」において規格化されております。 

製品化を行うにあたり、規格に記載されている試験仕様と異なる点がございますの

で、予めご確認のほどお願い致します。 

 

◆ 本器の変圧器容量は「500VA」となります 

・波高率が規定の範囲内にあれば、2次電圧 50kV 以上・容量 1kVA 以上の変圧器

 

◆ 本器に標準付属するオイルカップ（容器）は「アクリル樹脂 製」となります 

・「容器は、絶縁油及び洗浄液に侵されない絶縁材料、例えば、ガラス・四ふっ

 化エチレン樹脂などで作られたもの」 

※ ガラス製のオイルカップはオプションとして、ご用意が可能です。 

お求めの場合は、弊社営業窓口までお問い合わせください。 
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1.3 付属品 
 
 

品名 長さ 数量 

電源コード  

・ 使用ケーブル: VFF 1.25□  2 芯 

・ 端末処理： ﾒﾀﾙｺﾈｸﾀ 25φ2P － AC ﾌﾟﾗｸﾞ付き  

２

１

約５ｍ

プラグ（φ２５　２Ｐ）
ＶＦＦ　０．７５

ＡＣプラグ 約 5m 1 本 

接続コード  

・ 使用ケーブル: VCT 0.75□  3 芯 

・ 端末処理； 両端 25φ3P ﾒﾀﾙｺﾈｸﾀ付き 

３１

２

３ １

２

プラグ（φ２５　３Ｐ） プラグ（φ２５　３Ｐ）
ＶＣＴＦ　０．７５

約１ｍ

約 1m 1 本 

接地コード 

・ 使用ケーブル: KIV 0.75□  緑  

・ 端末処理： M4-R2□ 圧着端子 －  5A ｸﾘｯﾌﾟ 
約５ｍ

圧着端子 クリップ（緑）

約 5m 1 本 

オイルカップ（マイクロメータ付き） 

 

 
 
① 目盛（ＯＩＬ ＬＥＶＥＬ） 

        ② 放電球 
        ③ マイクロメータ 

 1 ヶ 

取扱説明書   1 部 

保証書   1 枚 

 
 
  

１．２５

ＶＣＴ 
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1.4 各部の名称と機能  
 

1.4.1 操作・表示部と高圧変圧器部の外観名称 
 
 

7 

1

2

3

4

5

6

ＮＰ

2 8 5 ± 5 mm 265±5 m m 

430±10 mm

8

10

9

 
 

  

 

① 操作・表示部 試験電圧・データの表示、試験の操作を行うユニット 

② パッチン錠 コード収納部を固定するパッチン錠 

③ 電源入力コネクタ（INPUT） 操作・表示部に電源を入力するコネクタ端子 

④ 操作・表示部固定ネジ 操作・表示部を高圧変圧器部へ固定するネジ 

⑤ 取手 高圧変圧器部側の可搬用取手 

⑥ 高圧変圧器部 試験電圧を出力する高圧変圧器 

⑦ 操作・表示部側接続コネクタ（→TRANS） 高圧変圧器部に接続するコネクタ端子 

⑧ コード収納部 各種コードを収納するスペース 

⑨ 高圧出力端子 試験電圧を出力する端子(オイルカップ固定台兼用) 

⑩ オイルカップ 試験用電気絶縁油を入れる専用容器 

 

 

 
 

 被試験物と高圧出力端子の接続方法   
 

◆絶縁油を試験する場合； 

・高圧出力のＵ端子とＶ端子間に絶縁油を入れたオイルカップを接続します。

・操作・表示部の接地端子(E)を必ず接地します。 

◆接地状態の被試験物を試験する場合； 

・高圧出力Ｕ端子又はＶ端子と接地間に被試験物を接続します。 

・操作・表示部の接地端子(E)は必ず接地します。 
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1.4.2 操作・表示部と高圧変圧器部のパネル名称と機能 
 

 

 

17 1 9 

1 8 

15 1 6 1 2 

3 

6 

5 

7 
8 

9 

10

12

11

13FUSE

 
 

① ＬＣＤ表示器 出力電圧および試験データを表示する表示器 

② リードスイッチ（READ） 試験データを呼び出すスイッチ 

③ 下降表示ランプ（DOWN） 自動試験（AUTO）時の電圧調整器下降中に点灯するランプ 

④ 総合平均スイッチ（TOTAL AVG.） 自動試験（AUTO）終了後に総合平均を表示させるスイッチ 

⑤ 自動スイッチ（AUTO） 出力電圧を自動的に上昇させる場合に選択するスイッチ 

絶縁油試験の場合は、自動を選択 

モーター(内蔵)駆動により、自動的に電圧上昇 

・電圧は約3kV／秒の速度で上昇 

⑥ 手動スイッチ（MANUAL） 出力電圧を手動で上昇させる場合に選択するスイッチ 

ツマミを手動で操作して電圧設定する場合、手動を選択 

⑦ スタートスイッチ（START） 試験電圧出力を開始するスイッチ 

⑧ ストップスイッチ（STOP） 試験電圧出力を停止するスイッチ 

⑨ 電圧調整器 出力電圧を調整する装置 

⑩ 電源スイッチ（POWER） 電源を投入する主スイッチ 

⑪ ヒューズ（F1） 電源回路保護用ヒューズ(7A) 

⑫ 上昇表示ランプ（UP） 自動試験（AUTO）時の電圧調整器上昇中に点灯するランプ 

⑬ 接地端子 操作・表示部と高圧変圧器部を接地する接地端子 

⑭ リセットスイッチ（RESET） 試験データを消去するスイッチ 

⑮ 高圧出力Ｕ端子（Ｕ） 試験電圧を出力するＵ端子 

⑯ 高圧出力Ｖ端子（Ｖ） 試験電圧を出力するＶ端子 

⑰ 入力端子（INPUT） 操作・表示部と高圧変圧器部を接続する端子 

⑱ オイルカップ固定ネジ オイルカップをＵ端子およびＶ端子に固定するネジ 

⑲ 注油口 絶縁油を注入する口 
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1.4.3 オイルカップ（付属品） 
 
 
 

4 5

4 0

3 5

0

4 5

50

6 0 7 6

マイクロメータ

ラチェット

オイルカップ

支持棒

φ12.5球

Ｏ
ＩＬ

L
E
V

E
L

M
U

S
A
S
H

I

8
0

(213)

（球ｷﾞｬｯﾌﾟ“0mm”状態時）

 
 

試験終了後、オイルカップは下記のことに注意をして、大切に保管してください。 

注意  
  製品に付属するオイルカップは、アクリル樹脂の容器とアルミ・真鍮等の金属部品で構成されております。

【ご使用・洗浄作業について】 

・オイルカップに入れる試験油は、絶縁油のみとしてください。 

・50℃を超える高温の絶縁油は入れないでください。（JIS-C2101 による試験温度は 15～35℃です）

・オイルカップに使用されているアクリル樹脂は、洗浄剤として使用されるアセトン・トルエン・

ヘキサン等のシンナー類、灯油・ガソリン・石油ベンジン等の揮発油、アルコール等の有機溶剤

への耐性はありませんので、これらの薬品では洗浄をしないでください。ひび割れや溶解・膨潤・

変形の原因となります。 

※ 本製品に標準付属されるオイルカップは、JIS-C2101 に記載される「石油ベンジン」「アセトン」

「トルエン」「ヘキサン」による洗浄はできません 

・ご使用前の洗浄は、試料油（又は同等の新油）を使用してください。 

・ご使用後は、中性洗剤による洗浄を行い、十分に乾燥してから保管してください。 

【保管について】 

・オイルカップの電極（放電球）は、必ず 1～2mm 程度の間隔を設けて保管してください。隙間を空

けずに保管をされますと、構成部品材質の温度膨張差による圧力で、オイルカップ樹脂部分の破損

やマイクロメータ部分の歪みが発生する原因となります。 

・油酸価測定に使用する化学薬品等とは、一緒に保管しないでください。特に揮発性の化学薬品と同一

空間に保管されますと、オイルカップ樹脂部分のひび割れや溶解・膨潤・変形の原因となります。

 

 

ＮＯＴＥ： 

・別途、ガラス製のオイルカップをお求めの場合は、弊社営業窓口までお問い合わせください。 
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2. 製品仕様 
 

2.1 一般仕様 
             
形状・構造 ① 操作・表示部と高圧変圧器部の分割構造（一体組立可能） 

② 可搬式構造 

使用環境 屋内仕様 

外形寸法 外観図参照   

質量 操作・表示部と高圧変圧器部一体 約 34kg 

塗装色 マンセル値 ５Ｙ ７／１（弊社標準色） 

 
 

2.2 基本仕様 
 
操作・表示部   

 入力電圧 AC100V±10％ 単相 50Hz または 60Hz 

 出力電圧 AC0～100V 

 定格容量 500VA（30 分定格） 

 電圧調整器  

    電圧調整範囲 AC0～130V（AC100V 入力時） 

  電圧上昇・下降方式  モーター駆動による自動上昇／手動による上昇の二方式 

出力停止と下降：絶縁破壊検出時出力停止／自動下降 

  自動時電圧上昇速度 約 3kV/秒 

  保護機能 0V スタートスイッチ（調整器が 0V 状態の時のみ試験開始可能） 

 ＬＣＤ表示器  

  表示器 ＬＣＤ表示器 16 桁 2 行 バックライト付 

  表示機能 自動試験：試験項目/試料 NO./試験回数/電圧データ/平均値データ 

手動試験：試験項目/出力電圧データ/時間 

  試験電圧表示範囲 自動試験：00.00～51.99kV（ピークホールド機能付） 

手動試験：01.00～25.00kV 

二重積分実効値換算方式 

  電圧表示確度 ±2％rdg±5dgt 

 データメモリー 破壊電圧データ：最大 12 個 

電圧データ：最大 12 個 

（各試料毎に 5個の試験回数データとその平均データ） 

メモリーデータの再表示：リードキー操作で全データ再表示 

メモリー消去：リセットキー操作で全データ消去 

 遮断回路  

  遮断方式 一次側電流検出方式（貫通型電流センサ） 

  検出電流 AC 3A±0.5A 

 

高圧変圧器部   

 定格一次電圧 AC100V 50Hz/60Hz 

 定格二次電圧 AC0～50kV （U-V 間） 

AC0～25kV （U-E 間／V-E 間） 

 定格容量 

 

500VA［U-V（50kV）］ max.10mA 

250VA［U-E（25kV）及び V-E（25kV）］ max.10mA 

 定格時間 30 分 

 接地方式 中間タップ接地方式 

 冷却方式 油入自冷式 
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オイルカップ（付属）   

 材質 アクリル製  

 球径 φ12.5mm 

 球間隔設定 マイクロメータによる調整 

 油容量 200cc 

 
 

2.3 回路図 
   

INPUT
AC100V

TR

100V1

2

E

F 7A

1

2

3

1

2

3

CN1 U

V

0～50kV

SVR

0～130V

100V

Ｍ

M.SW

計測回路

制御回路

ＣＰＵ
ＬＣＤ
表示器

AUTO MANU START STOP READ TOTAL
AVG.

RESET

 
 

回路記号の意味 

INPUT AC100V：AC100V電源入力コネクタ 

Ｍ．ＳＷ    ：主電源スイッチ 

Ｆ ７Ａ  ：ヒューズ（7A） 

ＡＵＴＯ  ：自動スイッチ 

ＭＡＮＵ  ：手動スイッチ 

ＳＴＡＲＴ ：スタートスイッチ 

ＳＴＯＰ  ：ストップスイッチ 

ＲＥＡＤ  ：リードスイッチ 

TOTAL AVG. ：総合平均スイッチ 

ＲＥＳＥＴ ：リセットスイッチ 

Ｍ        ：自動昇圧駆動モーター 

ＳＶＲ   ：電圧調整器 

ＴＲ     ：高圧変圧器 

Ｕ     ：25kV高圧出力端子 

Ｖ      ：25kV高圧出力端子  

Ｅ     ：接地端子 

 
 

 被試験物と高圧出力端子の接続方法   
 

◆絶縁油を試験する場合； 

・高圧出力のＵ端子とＶ端子間に絶縁油を入れたオイルカップを接続します。

・制御操作部の接地端子(E)を必ず接地します。 

◆接地状態の被試験物（活線保護具を含む）を試験する場合； 

・高圧出力Ｕ端子又はＶ端子と接地間に被試験物を接続します。 

 活線保護具の場合には、試験用水槽を必ず接地します。 

・制御操作部の接地端子(E)は必ず接地します。 
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3. 絶縁油の耐電圧試験 
 

3.1 試験の前に 
 

  本器は、ＡＣ５０ｋＶの定格高電圧を出力します。下記の注意事項を守り感電事故等の重大事故から 

  試験者及び関連者を保護するための十分な安全対策を講じてください。 

 

1. 試験をはじめる前に試験関連者間の連絡等が取れていることを確立してください。 

2. 作業区域は、ロープやフェンス等で隔離し外部の人間が立ち入らないように十分な距離（2ｍ程度） 

を確保してください。 

3. 本器は、平らで安定した場所へ設置してください。 

 

警告  
① 操作・表示部の接地端子は、必ず接地（大地アース）に接続してください。 

接地へ接続していない場合、感電事故等の重大な事故に波及します。 

② 接続コードに破損・裂傷が無いか点検・確認を行い、事故防止のため破損・裂傷のあ

るコードを使用することは絶対に避けてください。 

③ 電源コードを接続するときは、本器の電源スイッチがＯＦＦ状態であることを確認し

てください。 

④ 被試験物の接続及び取り外しは、出力がＯＦＦ状態であることを確認してください。 

⑤ 高圧出力コードは、高圧絶縁用の碍子やフックで建物や他機器に触れないように天井

から架線状態で使用してください。高圧出力コードと対地間の耐電圧はＡＣ５０ｋＶ

を確保してください。 

⑥ 本器と被試験物の接続及び取り外しは、無電圧状態であることを交流検電器で確認し

た上、行ってください。（直流検電器は使用できません。） 

⑦ 試験終了後は、放電棒を使用し被試験物に充電された電荷を必ず放電してください。

（被試験物が短絡されていても静電容量が大きい場合、電荷が復帰する場合もありま

すので長時間放電してください。） 

⑧ 高電圧出力中は、高圧出力端子及び高圧出力コードに絶対に触れないでください。 

⑨ 試験中問題が発生した場合は、直ちに電源スイッチをＯＦＦにして試験を中止してく

ださい。（試験の再起動は、問題の原因を解明し対策を講じたあとで実施してくださ

い。） 

⑩ 試験を行うときは、事故防止のため電気安全帽及びゴム手袋を使用してください。 

 

 

3.2 準備操作 
 

  操作・表示部のツマミ、スイッチ類を下記の通りにセットします。（初期設定） 

  

名   称 位   置 

電源スイッチ（Main SW  ON/OFF） ＯＦＦ 

自動／手動切換スイッチ（SVR AUTO/MANUAL） ＭＡＮＵＡＬ 

電圧計切換スイッチ（Meter SW SOURCE/TRANS） ＳＯＵＲＣＥ 

電流遮断器（ACB） ＯＦＦ 

電圧調整器（SVR） ０位置 
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3.3 接続 
    

（1） 制御操作部及び高圧変圧器部間の接続 

手順 操      作 

1 
制御操作部の接地端子を接地します。 

高圧変圧器部は制御操作部を接地することで接地されます。 
接地コード 

2 
制御操作部の接続端子（→TRANS）と高圧変圧器部の接続端子

(INPUT)を接続します。 接続コード 

 

警告  
・ 接地端子を接地していない場合、感電事故等の重大な事故に波及します。 

 

（2） 電源の接続  

手順 操     作 

1 単相のAC100V「50又は60Hz」で500VA以上の電源を確保します。 

2 制御操作部の電源入力端子に電源を接続します。 電源コード 

 

警告  
・ 電源の接続は電源スイッチが“ＯＦＦ”であることを確認してから実施してください。 

 

 

 

 

                             

 
 

制御操作部と高圧変圧器部の接続図 
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3.4 試験の準備 
 

3.4.1 オイルカップのマイクロメータ零調整方法 
 

 

手順 操      作 

1 

オイルカップ内の電極球は、ねじ込み式になっていますので、マイクロメータを調整する前

に電極球が最後までねじ込んであるか、必ず確認してください。 

電極球が緩んでいる場合は、奥までしっかりとねじ込んでください。 

2 

シンブルを零目盛付近まで回し、最後にラチェットを回して電極球が接触し、ラチェットが

「カチッ」と音がする位置を「球ギャップ0mm位置」とします。 

 

注意
 

 ・直接シンブルで零目盛まで回しこむと、破損や調整ずれの原因となります。 

 ・零目盛付近は必ずラチェットを使用して、締め込み操作を行ってください。 
 

3 
キースパナの大きい方の爪をスリーブ部の穴に引っかけて、零の目盛に合うよう前後に

回し調整します。 

 

 

 

 

キースパナ

ラチェット

キースパナ
オイルカップ

スリーブ

シンブル

Ｕ端子側

Ｖ端子側

大小

大 小

 

※マイクロメータラチェットの固さ調整（通常は調整の必要はありません） 

   キースパナの小さい方の爪をラチェット部の穴に引っかけ回すことで調整が可能です。 

     緩めすぎると、ラチェットが分解し脱落しますので注意してください。 
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3.4.2 試料の準備 
 

 

手順 操     作 

1 

オイルカップを試料油（又は同等の新油）で洗浄し、試料油（絶縁油）の準備をします。

 

注意
 

 ・オイルカップの電極及びオイルカップが汚れている場合は、中性洗剤でよく洗浄

  し、乾燥した後に試料と同一の絶縁油の新油で洗浄してください。 

 ・絶縁油とオイルカップの温度差がないようにしてください。（推奨：15～35℃）
 

2 

オイルカップの球ギャップをマイクロメータのシンブルを回して“２．５mm”の目盛に調

整します。 

 

3 
オイルカップの目盛(OIL LEVEL)まで試料を入れ、約３分間放置して泡がなくなるのを待

ちます。 

4 

試料を入れたオイルカップを高圧出力のＵ端子とＶ端子間にセットします。次に端子固定

ネジでオイルカップを固定します。 

 

注意
 

・ Ｖ端子（右側端子）側にマイクロメータ側をセットしてください。 

・ 固定した後、球ギャップがマイクロメータの目盛で“２．５mm”であること

を再度確認してください。 
 

 

ＮＯＴＥ： 
 ・試料油の採油は、試油容器（オイルカップ）を試料油で洗い、そのオイルカップに200cc程度の試

料油を採ります。 

  この際、ごみ、埃、手垢、汗などを混入させないように注意してください。 

 ・試料油でのオイルカップの洗浄作業は、ごみ、埃、手垢、汗などの清掃だけでなく、オイルカップ

の温度を試料油の温度に合わせることと、試料油と球ギャップを馴染ませる役割もあり、試験で

は重要な事項となります。 

 ・採油は絶縁油表面（油面には水膜等がある）やドレインコック（スラッジが大量に含まれる）から

は絶対に直接採油しないようにしてください。 

 ・絶縁油の表面から直接採油すると、水膜や不純油、汚れを採油することになり、絶縁破壊電圧が大

きく低下する可能性がありますので、絶縁油表面からは採油しないでください。 

 ・変圧器下部にあるドレインコックからの採油は、変圧器内のスラッジ（絶縁物や銅線、変圧器内部

からの剥離物など）や、水溶油成分、不純油の層がありますので、ドレインコックからの採油は厳

禁です。 

 ・採油器が調達できない場合は、新しい灯油ポンプや絶縁油の採油だけに使用している灯油ポンプ

を使用して、絶縁油中間位置より採油してください。 
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3.5 耐電圧判定（絶縁破壊電圧）試験 
  

周囲の環境が高圧出力をしても安全であることを確認します。安全が確認された段階で以下の試験

操作を行ってください。 

手順 操      作 

1 
「3.2準備操作」ならびに「3.3接続」「3.4試料の準備」が正常に完了していることを確認

した後、次からの試験操作を行ってください。 

2 電源スイッチ（POWER）を「ＯＮ」にします。      ［電源スイッチランプ］点灯 

3 

ＬＣＤ表示器に「初期画面」を表示した後「試験項目選択画面」が表示されます。 

  初期画面 

 

 

  試験項目選択画面 

4 

自動（AUTO）スイッチを押します。 

       ［自動スイッチランプ(AUTO 黄)］点灯 

ＬＣＤ表示器に「絶縁油試験画面」の試験待機画面が表示されます。 

  絶縁油試験画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の１回目の試験待機中画面） 

5 

電圧調整器のツマミが「０位置」であることを確認してください。 

注意  
・電圧調整器には、０Ｖスタートスイッチが内蔵されていますので、電圧調整器が「０位

置」にない場合、スタートスイッチ(START)を押しても高圧出力状態となりません。 
 

6 

スタートスイッチ（START）を押します。 

           ［スタートスイッチランプ(START 赤)/上昇ランプ(UP 赤)］点灯

            [ブザー(ピー、ピー、ピー)]鳴動  

電圧調整器のツマミが時計方向へ自動的に回転し、試験電圧出力が約3kV/秒の速度で自動

的に上昇します。試験電圧の上昇に合わせて、ＬＣＤ表示器の電圧表示が上昇します。 

  試験データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の１回目の試験電圧上昇中画面） 

警告  
・ スタートスイッチ(START)を押してブザーが断続的に「ピー、ピー、ピー」と

鳴り始めたら、絶対に高圧出力部には触れないでください。感電して危険で

す。 
 

 

 

ＩＰ－５５Ｄ      Ｖ１．４ 
ＭＵＳＡＳＨＩ 

ゼツエンユシケン－－ＡＵＴＯ 
タイアツシケン－－－ＭＡＮＵＡＬ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ１ ＳＴＡＲＴ ＳＷ ＯＮ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ１  ＡＣ ０３．９９ｋＶ 
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7 

試験出力電圧の上昇により試料の絶縁油が破壊すると、試験出力電圧の上昇を停止し出力

を停止します。同時にＬＣＤ表示器に破壊時の電圧を表示すると共に電圧調整器が自動的

に下降動作を始めます。 

 ［下降ランプ(DOWN 緑)］点灯/[ストップスイッチランプ(STOP 緑)]点灯/[ブザー]停止

  破壊電圧データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の１回目の破壊電圧データ画面） 

8 

試験出力電圧がＡＣ５０ｋＶまで上昇しても絶縁油が破壊しない場合は、ＡＣ５０ｋＶを

超えた時点で自動的に上昇を停止し出力を停止します。同時にＬＣＤ表示器に停止時の電

圧を表示すると共に電圧調整器が自動的に下降動作を始めます。この場合、電圧値の前に

「＊」マークが付きます。 

 ［下降ランプ(DOWN 緑)］点灯/[ストップスイッチランプ(STOP 緑)]点灯/[ブザー]停止

  非破壊電圧データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の１回目の非破壊電圧データ画面） 

9 

電圧調整器が「０位置」に戻ると自動的に下降を停止します。 

       ［自動スイッチランプ(AUTO 黄)/ストップスイッチランプ(STOP 緑)］点灯

                            [下降ランプ(DOWN 緑)]消灯 

ＬＣＤ表示器には試料１の１回目の破壊電圧データ画面が表示されています。 

  破壊電圧データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の１回目の破壊電圧データ画面） 

10 

１回目の試験が終了しましたら、破壊後約１分間放置して油中に生じた泡を消去させます。

電極面に付着したカーボン粒子または電極周囲に浮遊したカーボン粒子などを取り除くた

め、泡立てない程度に緩やかに試料を攪拌します。 

11 

スタートスイッチ（START）を押して２回目の試験を行います。 

           ［スタートスイッチランプ(START 赤)/上昇ランプ(UP 赤)］点灯

      [ストップスイッチランプ(STOP 緑)]消灯/[ブザー(ピー、ピー、ピー)]鳴動

電圧調整器のツマミが時計方向へ自動的に回転し、試験電圧出力が約3kV/秒の速度で自動

的に上昇します。試験電圧の上昇に合わせて、ＬＣＤ表示器の電圧表示が上昇します。 

  試験データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の２回目の試験電圧上昇中画面） 

 

  

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ１  ＡＣ ３２．８６ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ１ ＊ＡＣ ５０．１５ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ１  ＡＣ ３２．８６ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ２  ＡＣ ０５．９９ｋＶ 
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12 

試験出力電圧の上昇により試料の絶縁油が破壊すると、試験出力電圧の上昇を停止し出力

を停止します。同時にＬＣＤ表示器に破壊時の電圧を表示すると共に電圧調整器が自動的

に下降動作を始めます。 

 ［下降ランプ(DOWN 緑)］点灯/[ストップスイッチランプ(STOP 緑)]点灯/[ブザー]停止

  破壊電圧データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の２回目の破壊電圧データ画面） 

13 

電圧調整器が「０位置」に戻ると自動的に下降を停止します。 

       ［自動スイッチランプ(AUTO 黄)/ストップスイッチランプ(STOP 緑)］点灯

                            [下降ランプ(DOWN 緑)]消灯 

ＬＣＤ表示器には試料１の２回目の破壊電圧データ画面が表示されています。 

  破壊電圧データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の２回目の破壊電圧データ画面） 

14 

手順６～１０を繰り返し、５回の試験を終了するとＬＣＤ表示器には１回目のデータを破

棄した４回の平均値データを自動演算して表示します。 

  平均電圧値データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料１の２～５回目の平均電圧値データ画面） 

15 試料の絶縁油を交換し、「3.4 試料の準備」を参照して「試料２」を用意します。 

16 

手順６～１０を繰り返し、５回の試験を行います。（全部で１０回の試験を行います。）

試料２も１回目の試験ではＬＣＤ表示器の画面表示は下記の表示となります。 

  絶縁油試験画面 

 

          （絶縁油試験：試料２の１回目(合計６回目)の破壊電圧データ画面）

17 

試料１および２の各５回、合計１０回の試験が終了すると、ＬＣＤ表示器に試料２の１回

目（合計６回目）のデータを破棄した４回の平均値データを自動演算して表示します。 

  平均電圧値データ画面 

 

           （絶縁油試験：試料２の２～５回目の平均電圧値データ画面） 

18 

試料１および２の各５回、合計１０回の試験が終了したとき、総合平均スイッチ(TOTAL A

VG.)を押すと、ＬＣＤ表示器には試料１および２の各１回目のデータを破棄した計８回の

試験データの平均値を表示します。 

  トータル平均電圧値 

データ画面 

           （絶縁油試験：試料１・２の２～５回目の平均電圧値データ画面）

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ２  ＡＣ ３３．５５ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ＮＯ２  ＡＣ ３３．５５ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ １ 
ヘイキンチ ＡＣ ３３．４５ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ ２ 
ＮＯ６  ＡＣ ３１．３３ｋＶ 

ゼツエンユシケン シリョウ ２ 
ヘイキンチ ＡＣ ３２．７５ｋＶ 

ゼツエンユシケン トータル 
ヘイキンチ ＡＣ ３３．１０ｋＶ 
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19 

破壊電圧がＡＣ３０ｋＶ以上の場合は、「電気絶縁油JIS規格 JIS C 2302」に適合してい

るものと判定し合格とします。 

破壊電圧がＡＣ３０ｋＶ未満の場合は、新油としては不適合の判定となります。 

ＮＯＴＥ： 
「電気絶縁油JIS規格(JIS C 2302)」 
絶縁油(1種､2種､3種､4種､5種)の絶縁破壊電圧は、2.5mmギャップで30kV以上･････ 
新油について適合 

 

20 

メモリーデータを呼び出す場合は、リードスイッチ(READ)を押します。 

リードスイッチ(READ)を押す毎に、試料１および２の各５回、合計１０回の試験データを

随時呼び出すことができます。 

21 

メモリーされているデータを消去する場合は、リセットスイッチ(RESET)を押します。 

リセットスイッチ(RESET)を押すと、全データが消去されます。 

注意
 

・ 試験中にリセットスイッチ(RESET)を押すと、それまでの試験データが全て消

去されますので、試験中には押さないようにご注意ください。 
 

22 試験が終了したら、電源スイッチ(POWER)を「ＯＦＦ」にします。 

23 

試験終了後、以下の事項を確認してから被試験物を取り外します。 

警告  
・ 被試験物を取り外す際は、以下の事項を確認してから取り外してください。

① 電源スイッチ(POWER)が「ＯＦＦ」になっていること。 

② 高電圧が出力されていないこと。 

③ 被試験物に充電された電荷を放電棒により完全に放電させること。

④ 交流検電器で無電圧であることを確認すること。 

⑤ 安全のため、高圧ゴム手袋を着用すること。 
 

24 被試験物を取り外してから本器の結線を「3.3 接続」の逆の手順で取り外します。 
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４. オイルカップの保管 
 

4.1 保管方法 
 

試験終了後、オイルカップは下記のことに注意をして、大切に保管してください。 

 

注意
 

・付属のオイルカップは、アクリル樹脂製の為、油酸化測定の抽出液等の化学薬品と一緒に保管しな

いでください。（化学薬品と同一保管した場合、オイルカップがひび割れたり、溶けたり、変

形したりすることがあります。） 

・オイルカップは中性洗剤で洗浄した後、十分に乾燥してから保管してください。 

・ベンゼン系のアセトン・トルエンなどシンナー類、アルコールなどの溶剤を含む薬品等で洗

浄しないでください。ヒビが入ったり、白く変色する場合があります。 

・オイルカップの電極（放電球）は、必ず 1～2mm 程度ギャップを設けて保管してください。 

  ギャップなしの状態で保管した場合、温度の関係等によりオイルカップにヒビが入り、壊れ

や割れを生じる恐れがあります。必ず、ギャップを空けてください。 
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５．活線防具試験方法 
 

5.1 準備操作 
 

   活線防具耐電圧試験を行う場合、別途、活線防具耐電圧用水槽・被試験物に応じた治具等が必要とな

りますので、試験対象に合わせてご準備ください。 

   活線防具試験では高圧出力端子（ＵまたはＶ）と接地間に電圧を印加しますが、この場合の出力定格

は、AC25kV・250VA・10mA となりますので、必ず水槽の接地端子と接地（大地）間に電流監視用の交流電

流計（10mＡ計測可能なもの）で電流の確認を行い、10mA を越えない範囲でご使用ください。 

  （※ ゴム長靴の一双分でも、5mA 程度の電流が発生します） 

 

警告  
・ 本器は一次側の電流（5A）を検出で保護遮断回路を行っているため、10000V 程度の 

・ 出力であれば、二次側の電流が 25mA 程度まで保護遮断回路が働くことはありません。 

10mA 以上の電流を流そうとした場合、内部トランスを焼損する可能性があります。 

・ 10mA を越える負荷の場合は、活線防具耐電圧専用機器をご使用ください。 

弊社製品ではＩＰＫ－２５Ｐ形（容量 1.25kVA）が、該当製品となります。 

 

 

F U S E 0

POWER 
ON 

F1 

OFF 

電 源 

高圧変圧器部

操作・表示部 

接続コード

接地へ
接続する。

AC100V
入力電源

必ず接地へ
接続する。

絶縁碍子 

電極板 

水槽 

導線 

ｍ A 1 0 m A が測定可能な 
交流電流計 

注意：
試験中は、この端子にも高圧試験 
電圧が発生しており危険です。 

 
 

被試験物と試験器（操作・表示部＋高圧変圧器部）の接続図 

   

 

ＮＯＴＥ： 
・水槽と接地（大地）間を直接電線で接続し、その電線に（10mA以下の値を正確に読める）リーククラ

ンプを用いて、漏れ電流を測定することをお勧めします。 

・電流監視用に直列接続する電流計を使用する場合には、試験不良時に発生する電流超過によって電流

計が断線する可能性があります。 

この事象を含め、試験回路が接地から浮いてしまうことを防ぐために、電流計の入力端子間には必ず

アレスターを取り付けてください。 
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手順 操      作 

1 
活線防具耐電圧用水槽及び被試験物に応じた治具等の準備をしてください。 

更に、交流電流計（10mA計測可能なもの）をご用意ください。 

2 3.2項の「準備操作」と3.3項の「接続」操作を行います。 

3 

水槽を次の様に設置します。 

(1)水槽は、安定した場所に設定します。 

(2)水槽は、接地（大地）と絶縁状態にして設置してください。 

(3)水槽に水を注ぎ込みます。（水量は試験に必要な量とします） 

4 

耐電圧試験器と水槽の接続を行います。 

(1) 水槽の接地端子と接地（大地）間に交流電流計を取り付けます。 

(2)高圧変圧器部のＵ端子（又はＶ端子）と試験用電極とを「前16ページの接続図」を参考

に接続します。 

警告  
*高圧端子と試験用電極とを接続する線は、上記の接続図の様に高圧碍子等を

用いて天井から吊り下げて配線してください。（AC50kV に耐えること） 

*接続コードは、容易に外れないよう確実に接続してください。 
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5.2 活線防具試験 
  

周囲の環境が高圧出力をしても安全であることを確認します。安全が確認された段階で以下の試験

操作を行ってください。 

手順 操      作 

1 5.1項の準備操作完了後、次の2項からの試験操作を行ってください。 

2 被試験物（活線防具）を水槽にセットします。 

3 電源スイッチ（POWER）を「ＯＮ」にします。      ［電源スイッチランプ］点灯 

4 

ＬＣＤ表示器に「初期画面」を表示した後「試験項目選択画面」が表示されます。 

  初期画面 

 

 

  試験項目選択画面 

5 

手動（MANUAL）スイッチを押します。 

      ［手動スイッチランプ(MANUAL 黄)］点灯 

ＬＣＤ表示器に「耐電圧試験画面」の試験待機画面が表示されます。 

  耐電圧試験画面 

 

           （耐電圧試験：試験待機中画面） 

6 

電圧調整器のツマミが「０位置」であることを確認してください。 

注意  
・電圧調整器には、０Ｖスタートスイッチが内蔵されていますので、電圧調整器が「０位

置」にない場合、スタートスイッチ(START)を押しても高圧出力状態となりません。 
 

7 

スタートスイッチ（START）を押します。 

                    ［スタートスイッチランプ(START 赤)］点灯

                     [ブザー(ピー、ピー、ピー)]鳴動 

ＬＣＤ表示器に時間と電圧値が表示されます。 

  耐電圧試験画面 

 

           （耐電圧試験：経過時間および出力電圧表示） 

警告  
・ スタートスイッチ(START)を押してブザーが断続的に「ピー、ピー、ピー」と

鳴り始めたら、絶対に高圧出力部には触れないでください。感電して危険で

す。特に、被試験物を接続していない高圧端子にも高電圧が発生しています

ので、感電しないよう接近・接触に十分ご注意ください。 
 

 

  

ＩＰ－５５Ｄ      Ｖ１．４ 
ＭＵＳＡＳＨＩ 

ゼツエンユシケン－－ＡＵＴＯ 
タイアツシケン－－－ＭＡＮＵＡＬ 

タイアツシケン 
 ＳＴＡＲＴ ＳＷ ＯＮ 

タイアツシケン       ０ｓ 
  ＡＣ ００．５５ｋＶ 
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8 

電圧調整器のツマミを手動で時計方向へ回すと、ＬＣＤ表示器の時間表示がスタートし、

電圧値が上昇しますので、出力電圧を試験電圧に設定します。 

  試験データ画面 

 

           （耐電圧試験：経過時間および出力電圧表示） 

注意
 

・ 手動(MANUAL)操作の耐電圧試験では、電圧出力範囲がＡＣ０～２５.００ｋＶ

となります。この電圧範囲を超える出力はできません。 
 

9 

試験開始後６０秒経過すると、ブザーが断続音から連続音に切換ります。 

・試験時間１分の場合は、ストップスイッチ(STOP)を押して試験を終了します。ストップ

スイッチ(STOP)を押すと電圧出力を停止し、電圧調整器のツマミが自動的に「０位置」

まで戻ります。 

・試験時間が１分以上の場合は、リセットスイッチ(RESET)を押すとブザー音が連続音から

断続音に戻りますので、時間表示が試験時間まで経過したらストップスイッチ(STOP)を

押して試験を終了します。ストップスイッチ(STOP)を押すと電圧出力を停止し、電圧調

整器のツマミが自動的に「０位置」まで戻ります。 

規定の試験時間、試験電圧を印加して絶縁破壊しない場合は、耐電圧試験「良」として試

験を終了します。 

10 

試験電圧印加中規定の試験時間が経過する前に絶縁破壊した場合、または規定の試験電圧

に達する前に絶縁破壊した場合、本器の遮断回路が動作して、電圧出力を自動的に停止し

ます。この場合は、耐電圧試験「不良」となります。 

ストップスイッチ(STOP)を押して試験を終了します。ストップスイッチ(STOP)を押すと電

圧出力を停止し、電圧調整器のツマミが自動的に「０位置」まで戻ります。 

11 試験が終了したら、電源スイッチ(POWER)を「ＯＦＦ」にします。 

12 

試験終了後、以下の事項を確認してから被試験物を取り外します。 

警告  
・ 被試験物を取り外す際は、以下の事項を確認してから取り外してください。

① 電源スイッチ(POWER)が「ＯＦＦ」になっていること。 

② 高電圧が出力されていないこと。 

③ 被試験物に充電された電荷を放電棒により完全に放電させること。

④ 交流検電器で無電圧であることを確認すること。 

⑤ 安全のため、高圧ゴム手袋を着用すること。 
 

13 被試験物を取り外してから本器の結線を「3.3 接続」の逆の手順で取り外します。 

 

 

ＮＯＴＥ: 
・ 労働安全衛生規定では、 1種  AC 10kV  1分間 

2種  AC 15kV  1分間 
3種  AC 20kV  1分間に耐えることと規定されています。

 

  

タイアツシケン      １５ｓ 
  ＡＣ ２０．００ｋＶ 
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６. 保守 
 

6.1 保守・点検 
 

付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 
構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか

調べます。 
 本体指示計器を点検し、ひび割れ、指針曲がり、破損が無いか調べます。 
 試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 
 本体に電源を入れ、動作の確認をします。 

オイルカップの 
保管とクリーニ

ングについて 

オイルカップは、アクリル樹脂製の為、油酸化測定の抽出液等の化学薬品と一緒に保管

しないでください。（化学薬品と同一保管した場合、オイルカップがひび割れた

り、溶けたり、変形したりすることがあります。） 
オイルカップは中性洗剤で洗浄した後、十分に乾燥してから保管してください。 
ベンゼン系のアセトン・トルエンなどシンナー類、アルコールなどの溶剤を含む

薬品等で洗浄しないでください。ヒビが入ったり、白く変色する場合がありま

す。 
オイルカップの電極（放電球）は、必ず 1～2mm 程度ギャップを設けて保管してく

ださい。（ギャップなしの状態で保管した場合、温度の関係等によりオイルカップ

にヒビが入り、壊れや割れを生じる恐れがあります。必ず、ギャップを空けてく

ださい。） 
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７. カスタマーサービス 
 

7.1 校正試験 
 

校正データ試験 

のご依頼 

 

ＩＰ－５５Ｄの試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発行

いたします。お買いあげの際に申し出ください。アフターサービスに於ける校

正データ試験のご依頼は、本器をお客様が校正試験にお出ししていただいた時

の状態で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証

明書、トレーサビリティをお客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせ

て有償で発行いたします。 

 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証

明書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるようにご手

配願います。 

 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検

として校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせてい

ただきご了承をいただいてから修理いたします。 

 本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コード

類も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、付属コード類

を本体につけてご依頼ください。 

校正試験データ 

（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発

行致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼

時にお申し付けください。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成績書

のご要望には、応じかねますのでご了承ください。 

 

 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シ

ールが貼られています。 
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7.2 製品保証とアフターサービス 
 

保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理

は除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故

障を生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミス（定

格以外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環

境の劣悪など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この

保証期間は日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場合は、保証

期間が無効となります。また、当社が納入しました機器のうち、当社以外の製

造業者が製造した機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の

責任条件によるものといたします。 

保証期間後のサービ

ス(修理・校正) 

有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質で

ご使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサービス

（修理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に製品

名、製品コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼ください。修理ご

依頼先が不明の時は、当社各営業所にお問い合わせください。 

一般修理のご依頼 

 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際に

ご依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチェッ

クし、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。 

（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に

記載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、不具

合があれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化している部品

に関して交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合

試験をご希望されるときは、「総合試験」をご指定ください。校正点検とは、異

なりますので注意してください。 

（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月

保証させていただきます。 

修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間

となります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の

都合により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご了承く

ださい。 
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